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8件のデータベースのうち，（1）～（3）の 3件は OPI（Oral Proficiency Interview）という口
頭能力インタビュー試験を用いており，学習者のレベルが初級～超級まで 9～10段階で判定
されている。




（8）は，台湾の東呉大学の 1年生 37名を 3年半にわたって調査した縦断データである。
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女性）と韓国語母語話者 3名（K1～3，女性 1名，男性 2名）による学習開始 3ヵ月から約
3年間の発話をデータとしている。学習者は全員同じ日本語学校で初級から学んだ教室環境
学習者であり，その際に使用された教科書は『日本語初歩』（国際交流基金編 1985）であった。
データ収集の時期は，1991年 7月～1994年 3月で，1991年 4月に学習を開始してから 3
～4ヵ月に 1回の割合でデータ収集を行い，3年間で学習者ごとに 7～8回の発話データを得










書字形 発音形 語彙素読み 語彙素 品　詞 活用型 活用形 語形 語種















































































図 1　時期別の韓国語話者K1の動詞「思う」の新出語形（一部抜粋）（迫田 2012: 118修正）
時 期 新 出 語 形
第  期
第  期 思います
第  期
思いました 思いますよね 思いますけどから
思う 思うこと 思った 思ったこととき




第  期 思ったですね



















































K1 K2 K3 C1 C2 C3
誤用形（例 違うです） 第 1期 第 1期 第 2期 ― 第 2期 第 3期































































Abstract:  In second language acquisition research, learners’ language data are indispensable. In 
the sub-project “Research on the acquisition of Japanese as a second language in different learn-
ing environments,” we developed a learners’ language corpus called C-JAS. This report describes 
the nature of C-JAS and the acquisition patterns of Japanese verbs as observed in C-JAS. The 
unique feature of C-JAS is a longitudinal spoken corpus of three native speakers of Chinese and 
three native speakers of Korean, which has been tagged for morphological information and for 
learner errors, and which allows systematic searching. A C-JAS survey of the first appearances of 
the verbs omou ‘think’ and taberu ‘eat’ has revealed that there are phenomena both similar to 
and different from the patterns of first language acquisition. Deriving a new form （e.g. omou 
kara ‘because （I） think’） based on an earlier form （e.g. omou ‘think’） is common to both first 
and second language acquisition, whereas plain verb forms characterize Japanese children’s verbs 
in their first appearances in contrast to the polite forms seen in learners’ verbs. In the develop-
ment of verb acquisition, a unique learners’ interlanguage form “plain verb + desu” （e.g. omotta 
desu ‘thought COP （POLITE）’） appears, which seems to be a transitional form for “plain verb
＋n desu”（e.g. omotta-n desu ‘it is the case that （I） thought so’）.
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基幹型共同研究プロジェクト「多文化共生社会における日本語教育研究」
サブプロジェクト「学習者の言語環境と日本語の習得過程に関する研究」
サブプロジェクトリーダー　迫田久美子
（国立国語研究所　日本語教育研究・情報センター　教授）
プロジェクトの概要
本サブプロジェクトは，第二言語習得研究の枠組みを基盤としつつ，言語心理学，対照言
語学等の関連諸領域との協働により，日本語学習者の言語環境と日本語の習得過程に関する
研究との関係を実証的に解明しようとするものである。具体的には，（1）「母語環境と第二
言語環境」「教室指導環境と自然習得環境」などの学習者を取り巻く言語環境の違いが日本
語習得に及ぼす影響に関する研究，（2）学習者の母語が日本語習得に及ぼす影響（言語転移）
に関する研究，そして，（3）そのための基礎資料として有用な日本語学習者の発話や作文の
コーパスの内容と構造に関する研究を行う。
